
平
成
二
十
三
年
五
月
九
日
提
出

質

問

第

一

六

六

号

フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
で
の
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
質

問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
で
の
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
質

問
主
意
書

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
約
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
�
〇
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
巨
大
津
波
に
よ
り
、
特
に
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
の
沿
岸
部
で

は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
超
え
る
死
者
が
出
て
、
更
に
は
、
津
波
に
よ
り
冷
却
機
能

が
破
壊
さ
れ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
は
、
一
号
機
か
ら
四
号
機
ま
で
炉
心
が
融
解
し
、
多
量
の
放
射
線
が
発
生
す
る
事

態
が
生
じ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

五
月
下
旬
に
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ー
ビ
ル
で
主
要
八
か
国
の
首
脳
会
議
（
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
か
れ
る
。
菅
�
人
内
閣
総
理

大
臣
は
三
月
末
、
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
と
の
日
仏
首
脳
会
談
の
際
、
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
の
冒
頭
で
、
今
回

の
原
発
事
故
を
踏
ま
え
た
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
こ
と
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

一
で
触
れ
た
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
に
よ
り
ス
ピ
ー
チ
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
菅
総
理
と
し
て
ど
の
よ
う
な

認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

三

菅
総
理
は
四
月
二
十
六
日
の
閣
僚
懇
談
会
で
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
踏
ま
え
、
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
で
我
が
国
の
エ
ネ
ル

一



ギ
ー
政
策
に
関
し
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
原
子
力
対
策
に
つ
い
て
、
日
本
と
し
て
の
教
訓
を
も
と
に
、
将
来
に
向
か
っ
て

の
構
想
を
何
ら
か
の
形
で
描
く
必
要
が
あ
る
」
と
語
り
、
新
た
な
構
想
を
公
表
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
承
知
す

る
。
ま
た
五
月
一
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
も
、
今
回
の
原
発
事
故
に
関
し
「
事
実
関
係
を
国
際
社
会
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
原
子
力
の
安
全
性
を
い
か
に
高
め
る
か
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
重
視
し
て
い
く
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
い
」

と
述
べ
、
太
陽
光
等
の
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
目
指
す
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。
右
の
菅
総
理
の
Ｇ
�
サ

ミ
ッ
ト
に
臨
む
方
針
は
、
政
府
部
内
の
誰
の
発
案
に
よ
る
も
の
か
。
発
案
し
た
者
の
具
体
的
な
官
職
氏
名
を
挙
げ
ら
れ
た

い
。

四

今
回
の
原
発
事
故
発
生
に
よ
り
、
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
今
な
お
日
々
多
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
福
島
県
大
熊
町
は
じ
め
同
原
発
か
ら
半
径
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
地
域
は
警
戒
区
域
と
さ
れ
、
住
民
は
強
制

退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
警
戒
区
域
に
該
当
す
る
市
町
村
の
住
民
の
一
時
帰
宅
に
つ
い
て
、
五
月
十
日
、
川
内
村
か

ら
始
ま
る
こ
と
が
同
月
七
日
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
同
原
発
事
故
が
収
束
す
る
見
込
み
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
と
思
料
す
る
。
ま
た
四
月
四
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
、
諸
外
国
、
特
に
我
が
国
に
最
も
近
く
隣
接
し
、
海
洋
汚
染
の
影
響

を
直
接
被
る
韓
国
や
中
国
、
ロ
シ
ア
等
の
隣
国
に
対
し
、
適
切
な
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
低
レ

二



ベ
ル
汚
染
水
の
海
中
へ
の
放
出
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
原
発
事
故
は
、
右
で
触
れ
た
よ
う
に
我
が
国
国
内
で
甚
大

な
被
害
を
生
じ
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
に
対
す
る
諸
外
国
の
不
信
を
助
長
さ
せ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
、
一
日
も
早

い
収
束
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を
重
ね
る
と
共
に
、
真
摯
に
反
省
し
、
諸
外
国
に
対
し
て
率
直
な
謝
罪
を
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

我
が
国
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
原
発
政
策
の
在
り
方
を
見
直
し
、
原
発
以
外
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入

を
目
指
す
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
の
場
に
お
い
て
は
、
今
回
の
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
現
状
を
含
む
こ
れ

ま
で
の
経
過
、
事
実
関
係
を
説
明
し
、
何
を
お
い
て
も
ま
ず
は
率
直
な
謝
罪
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
の

か
。
一
九
八
六
年
の
人
類
史
上
最
悪
と
言
わ
れ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
水
準
の
、
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度

で
い
う
レ
ベ
ル
�
を
記
録
し
て
し
ま
っ
た
今
回
の
原
発
事
故
を
収
束
さ
せ
る
以
前
に
、
三
で
触
れ
た
よ
う
な
内
容
の
ス
ピ
ー

チ
を
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
で
菅
総
理
が
行
い
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
は
、
国
際
社
会
の
失
笑
、
顰
蹙
を
買

う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
我
が
国
が
失
っ
た
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


